
⼭ ⼝ 市 新 本 庁 舎 整 備   市 ⺠ ワ ー ク シ ョ ッ プ   第 ２ 回   開 催 報 告

 ⼭⼝市では、現在、新本庁舎の姿をより詳細かつ具体的に描くための設計作業を進めており、市⺠の皆
様の様々なご意⾒やアイデアを設計に⽣かすため、市⺠ワークショップを開催しました。第２回のワーク
ショップは、新型コロナウイルス感染症の影響により当初の予定を延期しての開催となりましたが、感染
防⽌対策をしっかりと⾏った上で、活発な話し合いができましたので、取りまとめたご意⾒を報告します。

グループワーク
「市⺠交流スペース、
広場をデザインしよう」

・周辺エリアにおける位置づけ
・具体的な使い⽅のイメージ 

ワークショップの⽬的

これまでの経緯

グループ毎に発表

まとめ

参考事例の紹介

 これまでの経緯を説明し、第１回ワークショップでまとめた「現
庁舎の課題点と良い点」、「⼭⼝にふさわしい庁舎の将来像」をおさら
いしました。そして参考事例の紹介を⾏った後、グループワークを
⾏いました。
 グループワークでは、新本庁舎が⼼地よく過ごすことができ、周
辺エリアの賑わいの拠点となるように、市⺠交流スペース、広場は
どのような場所となるのがよいのか、具体的な使い⽅をイメージし
ながら⾃由に意⾒交換を⾏いました。また、「新しい⽣活様式」の時
代における市役所のあり⽅についても話し合い、アイデアを出し合
いました。
 最後に、グループでまとめた意⾒・アイデアを発表しました。感
染防⽌対策により午前の部と午後の部で２グループ毎に別れての開
催となりましたが、グループによって違う視点を持った個性あふれ
るアイデアを共有することができました。

テーマ： 「市⺠交流スペース、 広場をデザインしよう」

⽇  時：令和２年６⽉ 21 ⽇（⽇）  【午前の部】 10:00 〜 12:00
                 【午後の部】 13:30 〜 15:30
場  所：⼭⼝総合⽀所 第 10・11 会議室
参加者数：25 名（公募）

第２回

ワークショップの流れ

第１回ワークショップの
おさらい

新型コロナウイルス感染症対策
・少⼈数化を図るため午前と午後の⼆部制で実施
・密を避けるためグループごとに別室でのグループワーク
・進⾏役は遠隔地からのテレビ会議システムによる参加
・マスクの着⽤、⼿指消毒の徹底、受付時の検温    等
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「市⺠交流スペース、広場をデザインしよう」 キャッチコピー

C グループ

D グループ

B グループ

A グループ

「ヤマグチ ユー＆ミー」

「⼭⼝のへそをつくる︕︕」

「ワクワクするセントラルパークを⽬指して」

「新庁舎から楽しく発信︕」

 「市⺠交流スペース、広場をデザインしよう」のテーマのもと、各グループがアイデア
をまとめられ、コンセプトを表すキャッチコピーを付けられました。
 Aグループは、「新庁舎から楽しく発信！」というキャッチコピーのもと、市⺠交流スペー
スと広場を、多様なイベントに活⽤できる場、災害時の受け⽫となる場、⽇常の憩いの場
にするという提案でした。さらに、⽴地の特性を⽣かして⾃然や周辺環境とつながり、⼦
どもからお年寄りまで多世代が利⽤できる市⺠交流スペースや広場にするというアイデア
もありました。
 Bグループは、市役所の敷地だけでなく街全体の広い視点をもって話し合いを⾏われ、「ワ
クワクするセントラルパークを⽬指して」をキャッチコピーとされました。⻲⼭公園や美
術館、市⺠会館の隣接した施設と直接つながり、周辺地域との連携を強化するようにアク
セスを改善するというアイデアです。市⺠交流スペースと広場についても屋内と屋外で分
断されないつくりとすることが提案されました。
 C グループは、「ヤマグチ ユー＆ミー」をキャッチコピーとされ、市⺠交流スペース、
広場が、くつろげる空間、屋根のある休憩場所、⻑時間いても楽しめる場所、⼦供が遊べ
る場所など⽇常的に利⽤できる場所として具体的なアイデアが出されました。また、コン
サートやフリーマーケット、ギャラリー、市⺠プロデュースのセミナーなど、イベント時
にも活⽤される場所にするという提案でした。
 D グループのキャチコピーは「⼭⼝のへそをつくる！！」です。他の広場と差別化し、
誰が⾒ても美しいと感じ、感動する広場とすることで、⼭⼝の街に「へそ」をつくるとい
うアイデアでした。多様なイベントができ、⽊材を使ってゆとりのある気持ちの良い空間
とした市⺠交流スペース、広場は、市庁舎よりも重要であるとのご意⾒の⼀⽅で、維持運
営のソフト⾯もとても⼤切なポイントとしています。
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グ ル ー プ ワ ー ク の ま と め

 新型コロナウイルス感染症の影響により開催が延期となる中、第２回新本庁舎
整備市⺠ワークショップにご参加いただいた皆様には、⼼よりお礼申し上げます。
新しい試みとしてテレビ会議システムを⽤いての実施となりましたが、参加者の
皆様のご協⼒のもと、第１回と同様に活発な意⾒交換をしていただき、⼤変有意
義なワークショップとなりました。
 この度いただきましたご意⾒やアイデアは、今後の具体的な設計に⽣かしてま
いります。

＜市⺠交流スペース＞ ＜広場＞

● 気軽に集える多⽬的スペース
● 軽⾷ができるカフェ

● 憩える場、休める場

● ⼦供の居場所
● イベントができる広い空間
● ⼭⼝の物産・歴史を発信する

● 屋根のある休憩スペース
● くつろげるテーブルとベンチ
● ⻲⼭につながる散策路
● 噴⽔や⽔路の⽔辺空間
● オープンな芝⽣の広場

＜新しい⽣活様式＞

● オンライン環境の充実

＜使い⽅や機能＞

● 物販スペースの設置
● ⼤⼩の多様なイベントの開催

● 周辺施設との連携
● バリアフリーの拡充
● トイレの充実
● 災害時に活⽤できる

● ⼿洗い場の充実
● 換気のできる冷暖房

● ⾃由に使えるパーティション
● ⽤途で組換えできる空間
● ゆとりあるレイアウト
● ⾏き過ぎないオンライン化

● 野外スクリーンやステージ
● ⼤きなイベントができる

 各グループに共通して、憩える場、軽⾷ができるカフェなどの⽇常での使い⽅や、⼤⼩
の多種多様なイベント開催の具体的なイメージがあげられていました。また、施設整備等
のハード⾯と運⽤サービス等のソフト⾯の両⽅において、⽴地の特性に着⽬して周辺地域
と連携することも共通した意⾒でした。この敷地ならではの特⾊ある市⺠交流スペース、
広場にするとともに、既存の周辺施設のポテンシャルを⽣かすことで、市⺠の皆様に継続
して使われる場所となるようなアイデアにまとめられています。



問い合わせ︓⼭⼝市総務部本庁舎整備推進室
〒753-8650 ⼭⼝市⻲⼭町 2 番 1 号

TEL︓０８３-９３４-４１５１  FAX︓０８３-９３４-２９４４
電⼦メール︓honchosha@city.yamaguchi. lg.jp


